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              篠田 一夫

 著者は尿閉、歩行障碍、下肢の知遇異常等を

主訴とせる48歳の家譜に於て直腸癌の脊髄硬膜

外韓移によると思はるる尿閉の1’例を輕験せり。

初め尿閉の原因不明なyしも主訴及び種々なる

瞼査方法の結果脊髄硬膜外腫蕩の脊髄置逼に離

画するを推測し得たり。・治療法としては直腸癌

に封しでは患者の希望により手術的侵襲をさけ

脊髄韓黄鶏に目し「レ」線照射を試み、排尿障碍

κ封しては專ら姑息的療法を行へYo（室川抄）

     皮膚科紀要
        31巻 4號

  實瞼的溌猿再麗熱に於て原株と再護株

  、との筆勢結合＝反磨による冤疫學的研究

  皿 無卦及び再獲株「ワクチン」注射に

  よる混合耳蝉と原株叉は再製株接種

              央野  實

∴再・録熱「スピロヘータ」及再思熱「スピロヘー

タ・ワクチン」を海門腹腔に注射して本馬験を行

ひしに再婦熱原株と再獲株とは冤疫反回の一つ

なる補燈結合反癒を異にし1再襲株「スピロヘー

タ」は再聾を起せる爲それ自身に封ずる特異性

抗艦形成を行ふものと思惟さる。

  経皮冤罪に關する軍機研究

 第四騙赤痢異型菌（F論及y型）の経皮冤疫

による疑集素債の減退後に於て同抗原の再経皮

：菟疫及皮下注射・

              松室 守義

 赤痢異型菌「ワクチン」の塗布、又は皮下注射

により獲現せる1血中抗盤が減退乃至漕：失せる時

1に同抗原の再塗布をなすか、或は再塗布によリ

出現せる血中抗膿の減退又は消し失せる時に同抗

原の第三次塗布を施す時は』血申に抗禮（凝集素）

の産生上昇を來すσ此揚合の抗豊上昇度は該

「ワクチン」の皮下注射：量の場合に比して概して

劣るも経皮的大腸菌「ワクチン」の磨用の揚合に

勝る。

 由鼠に稜生せる可移櫃性腫瘍の一新株に就て

くV）本腫瘍の皮下移植による再移植並に重襲移

植並に第三團移植に就て

               弓創 鐵夫

 以上の三種の移植を行ひ其各々に於ける発疫

學的影響に就き槻察したるも何れも陰線の結果

を得たy。

 採尿法による腎臓の細菌排泄に属する實三三

研究（皿）Nelato夏民「カテーテル」留置家兎膀

脱毛尿法による實瞼成績に及ぼす注入菌量の多

少、家兎軍属の相蓮（自然冤疫の強弱）及家兎の

藥物性腎臓三三は「ワクチン」による前回三等の

影響に就て

              西村幹回

 以上三種の實駒により何れも尿中に於げる緑

膿菌の初獲時間は短縮せり0

       3L谷 5號

 肺炎双球菌の他働的冤疫に關する難壁的研究

（1） 家兎に於て肺炎双球菌冤疫血“n；S射部位

が抗謄研究に及ぼす影響に就て

              越智 昇一

 以上の目的を以て肺炎双球菌一型菌の家兎冤

聖血溝を皮下、静脈内、腹腔内、及び氣道内（介

鼻腔〉に蓬々に接種する揚合には冤疫凝集素の

血・申に出現するを認めその出現期は静脈内注射

によるもの最早く、且出現：量最高便並に凝集素

の血煙戦績期問は皮下注射によるもの最も高く

且最長し。

  リーケンベルグ氏反磨に回する知見

  擁邉第4編 温度と血小板帯荷現象

              高崎  澄

 温度と血小板帯荷現象の問には或程度の關係

存L．血小板幣荷現象は温度の昇降と時間の輕過

により攣化を臥すべぎものと信ず。

  Sarcosporidier’の培養に就て

              ・荒瀬 恒雄

 豚及牛紅斑肉胞子最に曾て其胞子の培養を試

みたり。使用せる培養墓は現下赤痢」アメーバ」

等の三三培養に專ら．使用さるるB（，eek Drobo－

hlav培養基及田邊千葉培養基にして好氣並に

嫌氣培養を試みたるも好結果を得ざりきと。

  維皮冤疫に關する實瞼的研究（其一）
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 第玉総 白痢菌「チブス」菌及「パラチフス」薗

を以てせる経皮菟疫

              松室 守義

 白痢菌の輕皮冤疫によりて家兎」血中に其凝集

素は産出せられ、且獲たる緑餌血清中には「チ

フス」姦曲「パラチフス」菌に封ずる非特異性冤

疫反磨を認む6層

        31巻 6號

  白鼠脾臓を以て虚置したる家兎血漿の

  當譲肉腫の護育に及ぼす影響に就て

              野津 芳孝

 白鼠脾臓を反覆注射せる家兎の血漿はプ之を

用いて燈外培養せる本田系肉腫及び白鼠脾臓め

獲育に探し著明なる制限的作用を有するも，「マ

ウス」癌及鶏日心臓の獲育に封し著明なる影響

を及ぼさざるを知る。

  男子尿量「レ」線像に識て（第一編）

  斜傾位撮影法に依る正直男子尿蓮「レ」、

  線像に就て

              申尾 知足

 泌尿器系統に於て何等器質的疾患を有せざる

32例に於ける正常男子尿道「レ」線像に於て其型

太さ及び形態に就いて研究せり0

        32巻 1號

 採尿法に依る腎臆の細菌排泄に草する實瞼的

研究（W）Nelaton氏「カテーテル溜置家兎膀

胱臨尿法に依る豊麗に及ぼす遊戯自働冤疫事事

の法の影響に識て

              西村 幹夫

 自働冤疫家兎の血流内に注入せる緑膿菌の尿

中出現駅態を前同と同様の虎置を以てなし正常

白色家兎群に於ける成績と比較せしに線膿菌の

尿申初獲時間は非冤疫家兎よP逞延するものN

如く冤疫元の注射部位及び注射：量の相違は影響

大ならざるもの玉如し。

  白鼠に叢生せる可三栖性三三の一新株

  に就て（vD本四傷の腹腔内及び欝賑

  杓移植並に異種移植に就て

              弓制 鐵夫1

1本腫瘍を白鼠の腹腔内に移植するに諸臓器中

特に大網膜に於て最旺盛なる獲育をとげ又一旦

皮下移植後サ時定日を経て腹腔内移植をなせる

も又同一結果を見たPo同一白鼠た於ける本腫1

瘍の移植成績は略一一Skし且静脈内移植に際して

肺及其隣接器官殊に淋巴腺に韓図様腫瘍形成を

認む。且本腫瘍は海狸及「マウス」への皮下移植

は陰性たして野性腰輿難種鼠に於ては爾者共腫：．

瘍獲育をみとめたり。

  肺炎讐球薦め他働的冤疫に擁する出軍

  的研究（m）舅疫血浩再注射に就て

              越智 昇一

 海狼及家兎に肺炎隻球菌一型菌の家兎冤疫血．

清を腹腔内に注射し冤疫凝集素ゐ血中出現下降

期に於て或はそれが血中より消失型に既往に於

けると同血清量を再度腹腔内に注射する時には

各動物の血中に冤疫凝集素の出現を認め特に免

疫凝集素の血中に存在せる内に注射する時にぽ

凝集素最高達成期は早く出現し且血中存綾麗麗

永し0

        32巷 2號

 標護法による腎臓の細密排泄に關する實瞼臨

硯究（V）Nelaton氏「カテ…テル」留置家兎1

膀胱漠尿法による極悪に於ける血流内油入細薗

の尿中出現菌鍛との時間的消長に就て

              西村 幹夫

 家兎血流内に注入せる線膿菌の血流中の工数1

の溝長は注入後時聞の糎過と共に減少し且尿中

出現菌数の溝長と反比例するもの工如く尿申緑「

’膿菌の出現は膀胱内留置「カテーテルAによるも

のならず，．又血中よη簡軍なる濾遍作用を以て

腎を通過し尿中に出現するもの．とも思はれず。

 障碍讐球菌の他働耳蝉疫に關する實鹸的硲究

（VI） 自働的冤疫による抗艦減逗期及軍艦消失

後に於て冤書画満注窮による他無機琵疫に就て

              越智 昇一

 之凹め實験を行ひしに前虎置に於て凝集素の

未だ血中に獲存せる時になせるものの方が血中

凝集素の臨現債は優秀にして、且その血中存綾

期間永し。

  實瞼酌家兎「トリパノゾミ．ア“・・ジス」に
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